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はじめに 

 

近年、地球温暖化による気候変動がもたらす影

響は急速な勢いで深刻さを増しています。世界各

地で極端な高温や豪雨・洪水、高潮や干ばつなど

さまざまな異常気象が多発し、人的被害に加え、

経済的損失も生じています。五島市においても、

集中豪雨や大型台風による被害が増えており、市

民の生命・財産を守るために気候変動対策は急務

と考えます。 

そのような中で、四方を海で囲まれた地域の優位性を活かして、日本初とな

る浮体式洋上風力発電の実用化や潮流発電の実証事業を行うなど、国内のトッ

プランナーとして「海洋エネルギーの島づくり」を進めております。 

また、令和２年には、２０５０年までに温室効果ガスの実質排出量ゼロを目

指す「ゼロカーボンシティ」を表明し、「島まるごとカーボンニュートラル」

の実現に向けて、再生可能エネルギーの地産地消を図りながら、地球温暖化防

止対策に取り組むことを宣言しております。 

「五島市ゼロカーボンシティ計画」は、具体的なアクションプランと中・長

期的なロードマップをまとめています。その実現のためには市民・企業・行政

等の多様な主体が協働･連携して持続可能な「脱炭素社会」への取組を推進す

る必要がありますので、市民の皆様のより一層のご理解とご協力をよろしくお

願いします。 

終わりに、本計画策定にあたり、ご尽力いただいた関係団体の皆様をはじめ、

貴重なご意見やご提言をいただいた市民の皆様に心より感謝を申し上げます。 

 

 

令和５年 月  五島市長 野口 市太郎  

  


